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（14）私にとっての SDGs
―自動車塗装のカーボンニュートラルを考える会と歩んだ 4 年間―

奴間　伸茂 *1

持続可能な社会の実現を目指す SDGs

*1　塗料塗装技術研究所　代表（元 関西ペイント）

1．はじめに ―私にとっての「最重要 SDGs」
　私は 2022 年春から、「自動車塗装の CN（カーボン
ニュートラル）を考える会」（以下、CN 研究会）と
歩んできた。
　CN 研究会は、トヨタ自動車をはじめとする日本の
乗用車メーカー 8 社によって構成され、自動車塗装工
程におけるカーボンニュートラル（CN）の実現を目
指して、各社の枠を越えて議論を重ねてきた研究会で
ある。この研究会が（一社）日本塗装技術協会に設置
されたことから、私は協会を代表する立場で、その活
動に参加することとなった。
　メンバーの全員が自動車メーカーの技術者であるな
か、私はただ一人、自動車メーカー以外の出身者であっ
た。私は 1972 年から 2011 年まで塗料メーカーに勤務
し、主として塗料用樹脂の研究・開発に携わってきた。
その間、塗料の高性能化とともに、低 VOC 化、水性化、
ハイソリッド化など、環境適合型塗料の開発にも取り
組んできた。
　その私にとって、CN 研究会への参加は単なる協会
活動ではなかった。長年取り組んできた「塗料と環
境」という課題を、今度は自動車塗装システム全体と
いう、より大きな視点から考える機会となったのであ
る。したがって私は、CN 研究会とともに考え、2050
年の CN 実現を目指すことを、「私にとっての最重要
SDGs」と位置づけてきた。
　2026 年 6 月 26 日に開催された（一社）日本塗装技
術協会 2026 年度第 1 回講演会は、CN 研究会が約 4
年間にわたって積み重ねてきた活動の一つの集大成
であった。本稿では、その成果を振り返りながら、一
人の塗料技術者として、この活動から何を学び、何を
次世代に残したいと考えるに至ったかを記しておきた
い。

2．自動車塗装の CN は「塗料だけ」では達成
できない

　CN 研究会に参加して、私が改めて強く認識したこ
とがある。それは、自動車塗装の CN は、塗料技術だ
けでは達成できないということである。
　従来、塗料技術者は、塗膜性能、外観、耐久性、塗
装作業性などを向上させながら、水性化や低 VOC 化
を進めてきた。これはもちろん重要であり、今後も継
続しなければならない。しかし、CN という視点から
塗装工程を見ると、問題の構造はそれほど単純ではな
い。

　塗装工場では、前処理、電着、中塗り、上塗り、乾
燥、空調、ブース運転など、多くの工程でエネルギー
が消費されている。特に塗装ブースの温湿度管理や乾
燥炉には大量のエネルギーが必要である。したがって、
塗料の CO2 排出量だけを減らしても、塗装システム
全体として最適化されなければ、真の CN には到達で
きない。
　ここに CN 研究会の大きな意義があった。研究会で
は、自動車メーカー各社が長年蓄積してきた経験や知
見を持ち寄り、「どこでエネルギーを使っているのか」

「何を変えれば CO2 を減らせるのか」を工程横断的に
検討した。つまり、塗料、塗装設備、工程、エネルギー
を一つのシステムとして捉えることが、CN への出発
点となったのである。これは私自身にとっても大きな
発想の転換であった。

3．WG 活動が明らかにした CN への道筋
　CN 研究会では、課題をいくつかのワーキンググ
ループ（WG）に分け、具体的な検討を進めてきた。
2026 年 6 月 26 日の講演会で報告された各 WG の成果
を通して見えてきたのは、CN を実現するためには「一
つの革新的技術」を待つのではなく、現在利用可能な
技術を着実に積み上げながら、塗装システムそのもの
を変革していく必要があるということであった。
　第一に重要なのは、塗装工場におけるエネルギー使
用実態を正しく把握することである。CN を議論する
ためには、まず CO2 排出量を定量化しなければなら
ない。どの工程がどれだけエネルギーを使用し、どこ
に削減余地があるのか。それを共通の尺度で「見える
化」することが、メーカーの違いを越えて議論するた
めの基盤となった。
　第二は、乾燥・硬化工程の低温化、省エネルギー化
である。自動車塗装では、塗膜形成のために複数回の
加熱・乾燥工程が必要となる。したがって、焼付温度
を下げる、乾燥時間を短縮する、さらには工程そのも
のを統合・削減することができれば、大きな CO2 削
減につながる。ここでは塗料技術の役割が極めて大き
い。低温硬化型樹脂・架橋技術、短時間硬化技術、ウェッ
ト・オン・ウェット工程などを発展させることにより、
従来当然と考えられてきた乾燥工程を見直す可能性が
生まれる。
　第三は、塗装ブースおよび空調に要するエネルギー
の削減である。塗装品質を安定させるためには温度・
湿度・清浄度の管理が必要である。しかし、そのため
に大量の空気を処理し続ける現在のシステムは、CN
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の観点から見れば大きな改善対象でもある。ブースの
コンパクト化、循環空気の活用、必要な場所だけを制
御する局所空調など、設備側からの革新が不可欠であ
る。
　そして第四に、材料・工程・設備を個別に最適化す
るのではなく、全体最適として塗装システムを再設計
することの重要性が示された。これは CN 研究会が残
した最も重要な考え方の一つであると私は考えてい
る。

4．「塗料技術者」の視点から見た CN
　私は塗料用樹脂の研究者として長く仕事をしてき
た。その経験から CN 研究会の議論を見ると、塗料に
求められる役割も大きく変わりつつあると感じる。
　かつて塗料開発では、「より美しく」「より強く」「よ
り長持ちする」塗膜を作ることが主要な目標であっ
た。その後、環境問題への関心が高まり、水性化、低
VOC 化、ハイソリッド化などが重要なテーマとなっ
た。そして現在、さらに新しい評価軸が加わった。そ
の塗料を使用することによって、塗装工程全体の CO2

をどれだけ減らせるかという視点である。
　例えば、塗料そのものの製造時 CO2 排出量が多少
増加したとしても、その塗料を用いることで焼付温度
を大幅に下げられ、塗装工場全体のエネルギー消費を
減らせるのであれば、システム全体では大きな CN 効
果を生み出す可能性がある。逆に、塗料単体では環境
負荷が小さく見えても、塗装時に大量の空調エネル
ギーや乾燥エネルギーを必要とするなら、必ずしも
CN に優れた塗料とは言えない。
　ここに、これからの塗料開発に必要な発想がある。

「塗料を開発する」のではなく、「塗装システムを成立
させる材料を開発する」のである。私はこの考え方こ
そ、CN 時代に塗料技術者が持つべき重要な視点では
ないかと考えている。

5．競争から「協調」へ
　CN 研究会の活動を振り返って、もう一つ強く感じ
ることがある。それは、自動車メーカー 8 社が企業の
壁を越えて同じ課題について議論したこと自体が、大
きな成果であったということである。
　自動車メーカー各社は、本来市場では厳しい競争関
係にある。塗装技術も各社の品質や生産技術を支える
重要な競争領域であり、その技術情報を共有すること
は決して容易ではない。しかし、CN は一企業だけで
解決できる問題ではない。地球環境という共通課題に
対しては、競争すべき領域と協調すべき領域を分ける
必要がある。
　エネルギー使用量の評価方法、CO2 排出量の考え方、
CN に向けた技術課題などについて共通認識を形成す
ることは、日本の自動車産業全体の競争力を高めるこ
とにもつながる。私は、この「競争と協調の両立」こ
そ、CN 研究会が示したもう一つの重要な成果である
と考えている。
　さらに、この協調の輪は自動車メーカーだけで完結
するものではない。塗料メーカー、設備メーカー、素

材メーカー、エネルギー関連企業、大学・研究機関な
どが加わり、産業横断的な連携へと発展させていく必
要がある。（一社）日本塗装技術協会には、そのため
の「場」を提供する役割があると考えている。

6．2050 年へ ―技術者として次世代に伝えた
いこと

　2050 年の CN 実現までには、まだ多くの課題が残
されている。再生可能エネルギーへの転換、電化、水
素利用、塗装工程の抜本的簡素化、新しい塗膜形成技
術など、これから解決しなければならない課題は多い。
　しかし、CN 研究会の約 4 年間の活動を通して、私
は一つの確信を持つようになった。CN は、何か一つ
の画期的技術によって突然実現するものではない。現
在の技術を一つひとつ改善し、それらを組み合わせ、
さらに工程全体を見直していく。その地道な積み重ね
の先に、初めて CN という大きな目標が見えてくる。
　私は 1972 年以来、半世紀以上にわたって塗料技術
に関わってきた。その間、塗料は大きく変わった。し
かし、技術開発の本質は変わっていないと思う。現場
をよく見ること。数字で事実を把握すること。既存の
常識を疑うこと。異なる分野の技術者と議論すること。
そして、次の世代により良い技術を残すこと。CN 研
究会の活動は、私に改めてそのことを教えてくれた。
　若い技術者の皆さんには、CN を単なる「環境規制
への対応」と考えてほしくない。CN は、自動車塗装
という 100 年以上続いてきた生産技術を、根本から考
え直す機会でもある。そこには、新しい塗料、新しい
樹脂、新しい硬化技術、新しい塗装方法、新しい設備、
そして私たちがまだ想像していない塗膜形成技術が生
まれる余地がある。CN は制約ではなく、技術革新へ
の挑戦なのである。

7．おわりに ―私にとっての SDGs
　2022 年春に CN 研究会と歩み始めてから約 4 年が
経過した。自動車メーカーとは異なる立場から参加し
た私にとって、この研究会は、自らの技術者人生を振
り返る貴重な機会にもなった。
　1970 年代から今日まで、私は塗料という材料を通
して環境問題と向き合ってきた。VOC 低減、水性化、
省資源化、長寿命化――時代ごとに言葉は変わって
も、その根底にあったものは、「より少ない環境負荷
で、より大きな価値を生み出す」という技術者の使命
であったと思う。そして、その延長線上に CN がある。
　2050 年、私はこの目標の到達点を見ることはでき
ないかもしれない。しかし、技術とは、一人の技術者
の人生の中だけで完成するものではない。先人から受
け取った知識と経験に、自分たちの時代の成果を加え、
それを次の世代へ渡していく。その連続によって技術
は進歩する。私が CN 研究会とともに考えてきたこと
も、その小さな一つであればよいと思っている。
　2026 年 6 月 26 日の講演会は、CN 研究会にとって
一つの節目であった。しかし、CN への挑戦そのもの
が終わったわけではない。むしろ、ここからが本当の
出発点である。
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　自動車メーカー、塗料メーカー、設備メーカー、素
材メーカー、そして研究者・技術者が、それぞれの専
門性を持ち寄りながら、2050 年という共通の目標に
向かって歩み続ける。その歩みのなかで、（一社）日
本塗装技術協会が人と技術を結びつける場であり続け
ることを願っている。

　そして私自身も、塗料技術者として培ってきた知識
と経験を次世代に伝えながら、可能な限りこの歩みに
加わり続けたい。それが、半世紀以上にわたって塗料
技術に携わってきた私にとっての、「SDGs」なのであ
る。
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中東情勢の悪化による塗料関係に対する影響
立花　敏行 *

トピックス

　中東情勢は依然として不安定であり、ホルムズ海峡
の封鎖リスクにとどまらず、紅海のバブ・エル・マン
デブ海峡においてもイエメンの親イラン武装組織フー
シ派による封鎖の脅威が高まっています。これらは、
原油やナフサ、石油製品、およびアルミ地金の供給を
大きく中東に依存している我が国にとって深刻な問題
であり、代替輸入先の検討は政府・産業界における喫
緊の課題です。現在は米国からの輸入比率を高めるな
どの対応が取られているものの、米国の戦略備蓄量も
減少傾向にあり、今後の見通しは不透明な状況です。
本稿では、米国産ナフサの比率が上昇した場合の影響
や、塗料製造に不可欠なトルエン・キシレンの生産動
向について考察いたしましたので、皆様にご報告いた
します。

結論：	実際に国内のTX（トルエン・キシレン）生産
量は 2025 年の月平均を下回っており、今後米
国産ナフサのクラッキング量が増加すれば、シ
ンナーなどの需給タイト化が一層進むと推測
されます。この影響は粉体塗料にも及ぶ可能性
があります。粉体塗料で最も多く使用されるポ
リエステル樹脂は、プロピレンやキシレン（パ
ラキシレン、メタキシレン）を出発原料として
いるため、米国産ナフサの導入拡大は原料不足
に直結するからです。一方で、アクリル樹脂塗
料はエチレンを出発原料とするため、需給が緩
和する方向に向かう可能性があります。しかし、
希釈用シンナーの動向を考慮すると、塗料業界
全体の調達環境としては厳しい状況が続く見
込みです。現在の中東情勢による物流混乱がこ
の米国産シフトの背景にあるため、一刻も早い
ホルムズ海峡およびバブ・エル・マンデブ海峡
の安全航行が確保されることが、根本的な解決
には不可欠といえます。

状況：	皆様も報道でご存知の通り、ホルムズ海峡だけ
でなく紅海のバブ・エル・マンデブ海峡までが
イエメンのフーシ派により封鎖の危機に瀕し
ており、通行料徴収の報道も出ています。この
2つの海峡が封鎖されると、日本のエネルギー
や化学産業は供給を断たれ、非常に厳しい状況
に追い込まれます。国家間の対応は政府に委ね
るとしても、民間企業として直近の主要原料の
動きを注視しておくことは重要です。少しでも

*	日本パウダーコーティング協同組合　事務局

現状を分かりやすく可視化するため、政府統計
や諸団体の公開資料を基に、最新の需給動向を
まとめました。

資料1：ナフサの価格動向です。
1.	国産ナフサ価格の決定仕組みは以下の通りです。
	 国産ナフサ価格は、財務省発表の輸入価格（CIF：
Cost Insurance Freight）をベースに算出されま
す。具体的には、1KLあたりのCIF価格（円換
算）の 3ヶ月平均に、諸経費として 2,000 円／KL
を加算したものが「国産ナフサ基準価格」として
公表されます。なお、実際の公表価格は、比重
や為替による微調整が行われたものとなります。

2.	誘導品・塗料製品への価格反映にはタイムラグが
ありますが、この国産ナフサ価格に連動し、国
内で生産される石油化学誘導品は価格交渉が行
われます。

	 ナフサ値上がり時：誘導品メーカーより値上げ
の打ち出し、

	 ナフサ値下がり時：購入企業（ユーザー）側よ
り値下げの要求

	 それぞれの要求は市場環境を見極めたタイミン
グで実施されますが、概ね同時期になるケース
が大半です。

	 なお、ナフサ価格の変動が川下の誘導品・塗料
製品へ反映されるまでには、概ね 3ヶ月程度の
タイムラグがあるとされています。

3.	直近（2026年）の動向と今後の見通し（私見）
	 現在、最も重大な局面を迎えているのが足元の
価格急騰です。

	 ・2026年 1月 -3月期： 65,700 円／KL
	 ・2026 年 4 月 -6 月期： 118,900 円／KL（約 1.8 倍
に急騰）

	 この歴史的な大幅上昇は、石化製品メーカーの企
業努力だけで吸収できるレベルを遙かに超えて
います。そのため、早晩、誘導品メーカーから
塗料メーカーに対して価格改定（値上げ）の要
求が入ることは確実です。同様に、塗料メーカー
側もこのコスト増を吸収することは不可能なた
め、最終製品への価格改定を要求せざるを得な
い状況になると考えられます。また、続く7月 -9
月期についても 10万円／KLを超える高値圏が維
持される見通しであるため、お盆明けから9月に
かけて、サプライチェーン全体で本格的な価格
改定の要求が本格化するものと予想しています。
（※上記の見通しは、あくまで現在の市場デー
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タに基づく私見であり、今後の市場環境に
よって変動する可能性があります。）

資料2：ナフサ分留比率と川中製品への影響
中東よりのナフサの輸入が大幅に減少しており、
2026年 5月の輸入実績は以下の通りで輸入総量は、
1,431,463KLとなっている国別の比率順に国名を挙
げています。
①米国	 34.86％
②アルジェリア	 18.64
③ UAE	 9.26
④ペルー	 6.98
⑤スペイン	 5.78
⑥インド	 5.03
⑦オーストラリア	 3.55
⑧ポルトガル	 3.50
⑨イタリア	 3.44
⑩シンガポール	 2.48
⑪オランダ	 2.41
⑫タイ	 1.06
⑬韓国	 0.60

一方、2025年の通期実績では、①中東：70%、②韓
国：9%、③ペルー：7%、④米国：5%、⑤インド：
3%、⑥タイ：1%となっていました。
この比較から、足元では米国からの輸入比率が際
立って急増している状況が伺えます。
しかし、米国産ナフサの比率上昇にはメリットがあ
る反面、デメリットも大きいのが現状です。
資料 2に概略を記載した通り、結論として、米国産
ナフサへのシフトは、塗料に不可欠なトルエン（T）、
キシレン（X）、および芳香族系の高沸点溶剤の収
率（生産量）を減少させる傾向にあります。また、
ナフサ分留の負荷軽減を目的としているかは不明で
すが、近年はエチレンとしての直接輸入も行われて
いる模様です。ただし、エチレンはガスであるため、
マイナス 100℃以下の状態を維持できる特殊な液化
ガス運搬船（タンカー）が必要です。
当然、運送代や保険料は原油・ナフサの輸送よりも
高くなり、コストアップ要因となります。さらに、
この方法ではBTXやプロピレン、その他の重質成
分が一切得られません。
以上のことから、TXや芳香族系高沸点溶剤やプロ
ピレン誘導品溶剤を多く使用する「焼付塗装」の分
野においては、今後も溶剤の需給タイト感が継続す
る可能性が高いと考えています。

資料3：トルエン・キシレンの生産動向
石油化学工業協会が発表する生産実績数字の中に
トルエン（T）およびキシレン（X）があり溶剤と
しての使用も多いので、この 2品目について実績
を追ってみました。また、日本芳香族工業会の公
開資料の中にはＴＸの輸出入の数字も見つけたの
で合わせて一表にまとめました。
2025年 1月 -12月の月平均のトルエン、キシレンの
生産量は以下の通りで、日本石油化学協会により 6
月分までの生産量が公開されています。
トルエン：91.7KT／月、キシレン：305.2KT／月でした。
中東情勢の悪化が始まった直後の 2026 年 3月の生
産量は、トルエン：74.1KT（前年月平均比 80.8％）、
キシレンは 278.4KT（前年月平均比 91.2％）です。
4月には影響が出て、トルエン：59.4KT、（前年月
平均比 64.8％）キシレン：213.4KT（前年月平均比
69.9％）、5月には備蓄原油の放出や代替調達先から
の入船もあり若干回復し、トルエン：72.0KT（前
年月平均比 78.5％）、キシレン：245.0KT（前年月
平均比 80.3％）となっています。
6月は米国からの調達ナフサも増えたこともあり、
トルエン：77.1KT（前年月平均比 84.1％）、キシレン：
254.0KT（前年月平均比 83.2％）となっています。
まだまだ需給のタイト感を脱するほどの量には
至っていない模様です。
一方で日本芳香族工業会は月次でTXの輸出入量
を公開しています。
3月以降の輸出入量は、表にプロットしております。
但し、過去の実績については、資料 3の 2月以前
がブランクとなっていますが、HP上では公開され
ておらず、数字が入手出来ていません。同製品の
輸出入は生産とは異なる要因（契約等）で決まっ
ている感があります。

　いずれにしましても、6月までのTXの生産量は昨
年を割り込んでおり、それを補うほどの輸入があるわ
けでも無い上に、ナフサの代替輸入先の品質差に伴う
プロピレンや芳香族系の減量により、需給のタイト感
は継続するものと考えるのが自然だと思います。輸入
ナフサ価格から計算される国産ナフサ価格は 4月～ 6
月、7月～ 9月ともそれ以前に比べ大幅な価格上昇に
あり値上げの打ち出しは必至である状況です。
　皆様におかれましては、現状をご理解いただき、調
達のご判断の参考として本まとめをご活用いただけれ
ばと思います。
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＜組合だより＞ 

 

 

 

「明日の工業塗装を考える懇談会」にて前島副理事長が講演 

 

当組合の名古屋支部の支部活動の一環として実施しています、「明日の工業塗装を考える

懇談会」の協賛事業において、当組合副理事長の前島様がご講演されます。 

内容につきましては、チラシを添付しておきますので、ご興味のある方は是非ご参会い

ただければと存じます。また、同日夕刻より場所を名古屋市中区錦に場所を移し支部大

交流懇親会も開催されますので奮ってご参会いただき、交流を呼び情報交換等を行って

いただける機会も企画されています。よろしくお願いいたします。 

以上 

お知らせ 



明日の工業塗装を考える懇談会明日の工業塗装を考える懇談会

『離職率95％䐪崩壊寸前だった塗装工場はなぜ生まれ変われたのか』
現場社員から社⾧となった講師が実践した「働きがい改革」により、採用・定着・主体性・

生産性が大きく向上しました。本講演では、人が自ずと活きる組織づくりの考え方と、社員の
主体性と一体感を育む具体的な仕組みについてご講演いただきます。

皆様の多数のご参加をお待ちしております。

講師

筒井工業株式会社 代表取締役社⾧ 前島靖浩氏
名古屋工業大学卒業後、技術職として１９９６年入社。
２０１７年に４代目代表に就任し、働きがい改革を手がける。改革ノウハウをベースに
コンサル事業を立ち上げ、人財に課題を抱える企業のサポートを手がける。
ＬＡＢプロファイル®マスターコンサルタント、ＮＬＰプロフェッショナルコーチ 、
マインドセットマップ™コーチの資格を持つ。

開催概要

日 時：２０２６年１０月２７日（火）
１４：４０～１５：５０ 講演
１５：５０～１６：００ 質疑応答

場 所：名古屋市工業研究所 第１会議室（管理棟３階)
（地下鉄名港線、市バス、三重交通バスともに「六番町」下車、徒歩３分）

定 員：７０名（先着順）
参加費：無料

お申込み・お問合せ先は裏面を参照ください

主催 名古屋市工業研究所・中部塗装技術研究会・愛知県工業塗装協同組合
協賛 日本パウダーコーティング協同組合 名古屋支部・(公財)名古屋産業振興公社

申込締切：１０月１９日（月）

講演概要



会社名

所在地 〒

参加者

所属

役職

氏名

連絡先 TEL： E-mail：
○名古屋市工業研究所のメールマガジン登録
ご記入いただいたE-mailは、当所のメルマガ「NMIRI技術ニュース」に登録させていただきます。

ものづくり企業のお役に立つ技術情報や当所主催のイベント情報などを毎月配信しております。
メルマガ配信を「既に登録済みの方」、「希望しない方」は次に○をつけてください。

【 登録済み ・ 希望しない 】

メルマガには次からもご登録いただけます。 https://www.nmiri.city.nagoya.jp/mailmagazine/

明日の工業塗装を考える懇談会 申込書

※ご記入いただいた個人情報は、本イベントの実施及びメルマガ等のイベント案内に限り使用し、
主催者、事務局、講師以外の第三者への提供は一切行いません。
参加証等の発行はいたしません。こちらからお断りの連絡がない限り、直接会場へお越しください。

お申 込み
お問 合せ

E-mail：tanaka.yuuna@nmiri.city.nagoya.jp

地下鉄 東山線

地下鉄 鶴舞線

地下鉄 名城線

地
下
鉄
桜
通
線

地
下

鉄
 名

港
線

伏見

上前津

平安通

御器所

六番町

東
海

道
新

幹
線

名古屋港

新瑞橋

至岡崎

八事

本
山

丸
の
内

至
桑
名

千 種

鶴 舞

今
池

名古屋

19

41

1

22

大曽根

栄

久
屋
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通

東
海
道
本
線

中
央
本
線

金 山

地下鉄 桜通線

名古屋高速
六番北出口

東
海
道
新
幹
線

至
白
鳥
橋

至金山

至
昭
和
橋

至名古屋港

地下鉄 
六番町
3番出口

名古屋高速
六番南出口

1

〈名古屋市工業研究所MAP〉

申込締切 令和8年10月19日

必要事項を記入の上、FAXまたはE-mailにてお申し込みください。
担当：名古屋市工業研究所 製品技術研究室 田中 優奈
F   A   X：052-654-6788

名古屋市工業研究所
交通アクセス

〒456-0058 名古屋市熱田区六番3-4-41 管理棟3F
会場はこちらの建物です
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2026年 9月吉日 

組合員・賛助会員各位 

支部大交流懇親会開催のご案内 

     日本パウダーコーティング協同組合 

名古屋支部長 前 島 靖 浩 

事務局 ☎<052>381-5599 

拝啓、貴社益々ご清栄の段、大慶に存じます。日頃は日本パウダーコーティング協同組合名古屋

支部にご協力を賜り厚く御礼申し上げます。さて、恒例の支部大交流懇親会を下記要領で開催致

します。時節柄、何かとご多用とは存じますがふるってのご参加をお願い申し上げます。    

                                        敬具 

 

日 時   ２０２６年１０月２７日（火） 

受付     １７時３０分～ 

大交流懇親会 １８時００分～２０時００分 

 

場 所   木曽路 錦店 

      愛知県名古屋市中区錦３－２０－１５ 

        電話等 052-951-3755 

 

参加費   お一人様につき 8,000円（税込・飲み放題付き） 

      1社から複数名のご参加をお待ちしております。 

      参加費は当日現金にて回収させて頂きます。 

 

キャンセル期限 2026年 10月 16日（金）以降のキャンセルにつきましてはキャンセル費用 

をご負担頂きますので予めご了承ください。 

 

お問合せ    名古屋支部事務局 社本吉正 携帯：090-1982-5599 

 

申込方法：別紙「参加申込書」を 9月 30日までに下記宛てにＦＡＸして下さい。 

事務局 社本宛 ＦＡＸ＜０５２＞３８３－５４５８ 
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ＦＡＸ番号＜０５２＞３８３－５４５８ 

 

日本パウダーコーティング協同組合名古屋支部 

１０月２７日 支部大交流懇親会 

参  加  申  込  書 

 

下記のとおり申込致します。 

 

２０２６年   月   日 

 

会社名：                                           

 

 

参加者                         

氏 名：                                         

 

参加者                          

氏 名：                                        

 

参加者                          

氏 名：                                        

 

参加者                          

氏 名：                                        

 

参加者                          

氏 名：                                        

 

 ※中止連絡をする際の代表連絡先 

  氏   名 ：                           

  連絡先番号 ：                           
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米国コンサルタント会社「Orr&Boss社の 2030年までの需要予測」 

 

日本パウダーコーティング協同組合 事務局 立花 敏行 

 

 本年も（ 一社）日本塗料工業会を通じ、米国の調査会社 Orr&Boss社による世界主要国の

需要予測を入手し、粉体塗料についての予測だけを抜き出してまとめました。同タイミング

で配信された同社のニュースレターと、Google 翻訳を使った訳文も合わせて掲載いたしま

す。 

 皆様の参考となれば幸いです。 

 本年の特徴としては、マイナス成長の国があることです。それらは主に先進国 G7参加

国）であり、日本も量的な成長はみられないものの、金額ベースでは原料高を反映して伸び

を示すと予測されています。この予測から、今後の日本市場は成長性に乏しく価格が上がる

という状況で、厳しさを増す可能性が高いと考えております。 

 当組合としても、引き続き皆様に役立つ情報発信に努めてまいります。 
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表紙解説
表紙絵画：小島輝夫
表紙写真
「新緑の中の流れ」
５月中旬頃の、ここ安曇野は新緑がきれいな季節です。
穂高町にある「大王ワサビ農園」は日本ペイントの「穂
高山荘」に泊まった時に立ち寄りました。
新緑が目に鮮やかで、ワサビ田とともに川の流れと水
車小屋があるのがとても印象的でした。
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